






Boring process のドローイング_05
Drawings from Boring process
2025
21cm × 29.7cm
紙に水彩、鉛筆
Watercolor and Pencil on Paper
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2025 年 2 月 6 日 00:19
12 年間在籍した大学をもうすぐ卒業する。どうやっ
て春から社会人をやればいいのかわからない。そこ
でひとまず自分のオフィスを作ることにした。でも
家賃が問題だ。実家の近くには 2016 年に閉業し、
大量の物と共にずっと放置されてる祖父の土建屋の
事務所がある。そこを整理して使っていこうと決め
た。
放置されているとは言ったものの、母や叔母によっ
て何度か整理が試みられている。前回 2020 年ご
ろ事務所の整理を手伝った時は、基本的に物を捨て
る作業を手伝った。作業が「捨てる」の時は、物を買っ
た人に対して、そして放置されてること対して怒りが
湧いた。多分私だけじゃなく母も「なんでこんなもの
とっといてるの！」みたいなこと言いながら怒ってい
たから、あれは捨てるという目的と行為、労働が関
係した怒りだったと思う。
今回は捨てる物もあるけど、綺麗にする作業も多く
なった。サビを磨いたり、埃を落としたりしてる。今日、
一番成果があったのは製図台の掃除だ。黄色くベタ
ベタになっていた古い製図台を磨いた。汚れの正体
は油と埃だった。なんで土建屋の事務所でこんな汚
れが製図台にと思いつつ、製図台の後ろにある流し
台とガスコンロに気づいた。そっちも相当汚れてい
て、それで急にこの事務所で自分を育ててくれた祖
父母に感謝の念が湧いた。今までの整理ではこんな
感情になったことがなかったから、なんとなく綺麗
にするという行為と、この感情が繋がっていると思
う。同時にこんなにも感傷的になって、この整理を
終えることは出来るのか不安にもなった。

事務所には祖母の物が大量にある。祖母はな
んか私が中学生ぐらいの頃から 5 年ぐらい、
この事務所に住んでいた。その間、私と妹は
家から徒歩１分のこの事務所で毎日夕飯を食
べていた。小学生ぐらいまでは夕飯を私が作っ
ていたけれど、中学生になって家のことから
逃げたくて、毎日練習があるバレー部に入り、
夕飯を作れなくなった。はじめはコンビニか何
かのお弁当をそこで食べてた。でもある時祖
母がほっともっとのお弁当を買ってきてくれて、
そのお弁当があったかくて嬉しかったのを覚え
てる。
事務所には電子レンジも無くて、調理器具や、
調味料も全然無かった。しかしある時から、
突然祖母が事務所で夕飯を作ってくれるよう
になった。事務所には炊飯器が無かったから、
米だけ家で炊いて、部活から帰ったら炊飯器
ごと事務所に持って行って祖母が作ったおか
ずや味噌汁を食べていた。当時同級生男子の
家がたまたま近くにあって、私が炊飯器を持っ
て事務所に行く時間、その子の家の前でサッ
カー部がたむろするようになって、最悪な気持
ちだった。炊飯器を持って事務所にいく時は、
大概妹も一緒だし、小学生の妹に姉が同級生
を避けてるって思われたらダサいし、炊飯器
が爆重だったからサッカー部を避けずに毎日
そのこの家の前を通る最短ルートで事務所に
行ってた。1、2 回なにか言われたかもしれな
いけど、無視していたら次第に向こうも毎日同
級生が妹と炊飯器を持ってどこかへ行く珍景
に、慣れていったようだった。

掃除した製図台

映像作品《Boring process》より ©️  2025 Ayumi KANNO
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2025 年 5 月 22 日 
今日は祖母から事務所のある場所の話を聞かせてもらっ
た。これは前々から計画していたことで、日程は祖父がデ
イサービスに行く日かつ、一人で話を聞くのは照れくさい
のでパートナーが同席できる日を選んだ。おばあちゃんに
はパートナーがあの場所の歴史を知りたいって言っている
から改めて教えてと伝えた。
午後、山奥の祖母の家に行くと、いつも以上に厚塗りの
化粧をして服装もばっちり決めた祖母が出てきた。祖母は
気合いを入れる日はラメが散りばめられた光り物の服を着
る。祖母は今日もそんな日としてカウントしてくれたよう
だ。祖母は事前に話す内容をまとめたメモを用意していて、
それを元に漫談家かと思うほど節を利かせて、祖母が生
まれた時から今日までの事務所のある場所の歴史を聞か
せてくれた。話はたまに脱線しながら、誇張されながら、
どこまでが本当かわからないけど、祖母の生き生きした表
情が見れて、いい日だった。

2025 年 5 月 31日 
祖母から「事務所片付けたよ」と言われた。あれだけ事
務所の物を処分することを拒否していた祖母が、叔母に
手伝ってもらいながら処分したり、物を持ち帰ったよう
だった。もちろん全てが片付けられたわけでは無かったが、
先日話を聞いたことで、祖母の中でも何かが整理された
のかもしれない。

祖母が用意してきたメモ
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Boring process のドローイング_02
Drawings from Boring process
2025
21cm × 29.7cm
紙に水彩、鉛筆
Watercolor and Pencil on Paper
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オープニングレセプションでは、菅野の友人であ
り作家である新井毬子が、本展示をイメージし
て制作したホールケーキが振舞われた。

At the opening reception, a whole cake 
created by KANNO’s friend and artist, 
Mariko ARAI, was served, inspired by the 
exhibition.
�

54 Documentation of 
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菅野 歩美（かんの あゆみ） 

1994 年生まれ。
2017 年 東京藝術大学 美術学部 絵画科油画  卒業
2021 年 東京藝術大学大学院 美術研究科  修了
2025 年東京藝術大学大学院美術研究科 博士後期課
程（油画）修了。 
 
どこの土地にも存在する、土地にまつわる物語や伝
説、幽霊譚。フォークロアと呼ばれるそれらは、な
ぜ人々によって紡がれてきたのか、その背後にある
歴史や個人の感情を想像することで生まれる「オル
タナティヴ・フォークロア」を 3DCG を使ったアニ
メーションやドローイングによって表現している。
 
[ 受賞歴 ]
2024 年 第 29 回学生 CG コンテスト NEW 
CHITOSE GENIUS 賞、2023 年 CAF 賞 2023 最優
秀賞、2021 年 A-TOM ART AWARD 2021 特別賞。

[ 個展 ]
2025 年  Boring process たいくつな掘削かてい（現
代芸術振興財団）、2023 年 明日のハロウィン都市 
/ Halloween Cities of To-Morrow（SACS）、2023
年 中空のページェント（YAU Studio）、2022 年  
News From Atopia / アトピアだより  ( コートヤー
ド Hiroo)。

Ayumi KANNO

1994  Born in Tokyo, Japan.
2017  B.A. Tokyo University of the Arts, 
　　　Oil Painting Department.
2021  M.A. Tokyo University of the Arts, 
　　　Oil Painting Department.
2025  Ph.D. Tokyo University of the Arts, 
　　　Oil Painting Department.

KANNO creates installations that weave together 
videos and drawings derived from fragmented, 
seemingly unrelated memories of the same 
place. Her work explores why communities 
generate site-specific folklore and ghost 
stories around these locations. Through these 
installations, she seeks to reunite elements that 
have been divided and restore their connections. 
In recent years, she has been experimenting 
with 3DCG as a medium for crafting her own 
forms of site-specific alternative folklore. 
 
[Prize] 
2024 29th Campus Genius Contest, NEW 
CHITOSE GENIUS Prize. 2023  Contemporary 
Art Foundation Award 2023,  Grand Prize. 2021   
A-TOM ART AWARD 2021, Special Prize. 
 
[Solo Exhibitions] 
2025 “Boring process” Contemporary Art 
Foundation, Tokyo,  Japan. 2023 “The Hollow 
Pageant” YAU Studio, Tokyo, Japan. 2023 
“Halloween Cities of To-Morrow” SACS, Tokyo, 
Japan. 2022 “News From Atopia” COURTYARD 
HIROO, Tokyo,  Japan。
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過去作品　Selected Past Works

Past works▶︎

明日のハロウィン都市�
Halloween Cities of To-Morrow�

2023
インスタレーション 

（映像、ドローイング、他） 
映像尺 12min 58sec

10 月 31日の渋谷に人々が集まる現象に
原初の祭の発生を重ね合わせることで、現
代的な事象のなかに民俗学的な価値を見
出そうと試みた作品。映像では、ゲーム
エンジンによってシュミレーションされた、
渋谷のハロウィンが伝承と化した未来の渋
谷が映し出されている。 

未踏のツアー 
The Untrodden Tour

2022
インスタレーション 

（映像、ドローイング、他） 
映像尺 24min 30sec
 
自身は訪れたことのない土地について、未
踏のままで制作を試み、その土地の模型
を CG で作成した。模型の作成にあたっ
ては、Google マップ上の土地を散歩し、
その土地に関係する小説や、町の広報誌、
ビデオ通話による口頭伝承などを通して町
の物語を集め、その物語をオブジェやド
ローイングとして模型に入れ込んだ。この
模型のなかを作者がツアー形式で踏破す
る、映像インスタレーション作品。

2023 CAF Award exhibition《明日のハロウィン都市/Halloween Cities of To-Morrow》
(2023) Photo by Keizo KIOKU

 ICC アニュアル 2023　ものごとのかたち《未踏のツアー/ The Untrodden Tour  》(2022)  
Photo by Keizo KIOKU, Photo Courtesy: NTT InterCommunication Center [ICC]
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2025年 10月
菅野 歩美
畠中 実（pp. 22-27）
Penguin Translation（pp. 2, 7, 22-27, 30-37 ）
長谷 なつみ、丸尾 隆一
菅野 歩美
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菅野 歩美 　『Boring process たいくつな掘削かてい』

Ayumi KANNO “Boring process”
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Photos
Design
Published by
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Ayumi KANNO
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